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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カプセル形状を有する筐体と、
　前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の電池であって、各々が、第１
の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が前記第１の面の中央領域に該
第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面から側面を介して前記第１の面
の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極とはセパレータを介して絶縁さ
れた複数の電池と、
　前記複数の電池の間に配置される短絡防止部材であって、前記複数の電池間における導
通を確保すると共に、前記第１の極と前記第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極
の部分とを絶縁する短絡防止部材と、
を備え、
　前記短絡防止部材は、前記第２の極の部分を覆うと共に、前記第１の極を露出させる開
口が設けられた円環形状を有する絶縁部材からなり、
　前記円環形状の外径は、前記筐体の内径より小さく、且つ、前記電池の外径より大きく
、
　前記開口の径は、前記第１の極の径より大きく、且つ、前記第２の極の部分の径より小
さく、
　前記絶縁部材の前記開口の断面であって該開口面と直交する断面はテーパ状を有するこ
とを特徴とするカプセル型医療装置。
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【請求項２】
　カプセル形状を有する筐体と、
　前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の電池であって、各々が、第１
の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が前記第１の面の中央領域に該
第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面から側面を介して前記第１の面
の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極とはセパレータを介して絶縁さ
れた複数の電池と、
　前記複数の電池の間に配置される短絡防止部材であって、前記複数の電池間における導
通を確保すると共に、前記第１の極と前記第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極
の部分とを絶縁する短絡防止部材と、
を備え、
　前記短絡防止部材は、
　円盤形状の絶縁部材と、
　前記絶縁部材の一方の面に設けられ、前記第１の極の少なくとも一部と接触する電極パ
ッドと、
　前記絶縁部材の他方の面に設けられ、前記第２の面と接触する接点部材と、
　前記絶縁部材の内部に設けられ、前記電極パッドと前記接点部材とを導通する導通部と
、
を備えることを特徴とするカプセル型医療装置。
【請求項３】
　前記絶縁部材の径は、前記筐体の内径より小さく、且つ、前記電池の外径より大きいこ
とを特徴とする請求項２に記載のカプセル型医療装置。
【請求項４】
　前記電極パッドの径は、前記第１の極の径以下であることを特徴とする請求項２に記載
のカプセル型医療装置。
【請求項５】
　前記接点部材は、平面部と、該平面部から斜め方向に立ち上がるバネ部とを含むことを
特徴とする請求項２に記載のカプセル型医療装置。
【請求項６】
　カプセル形状を有する筐体と、
　前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の電池であって、各々が、第１
の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が前記第１の面の中央領域に該
第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面から側面を介して前記第１の面
の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極とはセパレータを介して絶縁さ
れた複数の電池と、
　前記複数の電池の間に配置される短絡防止部材であって、前記複数の電池間における導
通を確保すると共に、前記第１の極と前記第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極
の部分とを絶縁する短絡防止部材と、
を備え、
　前記短絡防止部材は、
　平面部と、該平面部から該平面部の主面に対して両側に斜め方向にそれぞれ立ち上がる
少なくとも２つのバネ部とを含む接点部材と、
　中央部に開口が設けられた円環形状の絶縁部材であって、前記平面部の両側の主面の周
縁を覆う絶縁部材と、
を備え、
　前記絶縁部材は、絶縁性を有する円環形状の２つの部材を、前記平面部の両側の主面の
周縁にそれぞれ貼り付けることにより設けられていることを特徴とするカプセル型医療装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、被検体内に導入されて体内画像を撮像するカプセル型医療装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野においては、カプセル型の筐体の内部に撮像機能及び無線通信機能
を備えたカプセル型医療装置の開発が進められている。一般に、カプセル型医療装置は、
被検体の体内に導入され、被検体の体内を撮像して画像等の被検体に関する情報を取得す
る（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　カプセル型医療装置のような小型の装置においては、通常、撮像素子や無線モジュール
等の各種機器に電源を供給する電池として、ボタン型電池が用いられる。ボタン型電池は
、全体として、対向する２つの面を有する円盤形状（ボタン形状）を有しており、負極が
ボタン形状の一方の面（負極面）に設けられ、正極が他方の面から側面を介して負極面の
周縁部を覆う構造を有する。従来、このようなカプセル型医療装置の組み立ては、各種機
器が実装された複数の基板や複数のボタン型電池を順次カプセル型筐体に挿入することに
より行われていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－６５７７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したボタン型電池の負極面においては、負極と正極とがセパレータを介して表面に
露出している。このため、カプセル型医療装置の組み立て時（カプセル型筐体への挿入時
）や使用時、ボタン型電池が傾いたりすると、負極面に露出した負極及び正極に別の電池
等が同時に接触してショートしてしまうおそれがある。このような状態は、ボタン型電池
の寿命や各種機器の機能の面で好ましくない。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、組み立て時や使用時に、ボタン型電池
のショートを抑制することができるカプセル型医療装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係るカプセル型医療装置は、
カプセル形状を有する筐体と、前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の
電池であって、各々が、第１の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が
前記第１の面の中央領域に該第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面か
ら側面を介して前記第１の面の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極と
はセパレータを介して絶縁された複数の電池と、前記複数の電池の間に配置される短絡防
止部材であって、前記複数の電池間における導通を確保すると共に、前記第１の極と前記
第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極の部分とを絶縁する短絡防止部材とを備え
ることを特徴とする。
【０００８】
　上記カプセル型医療装置において、前記短絡防止部材は、前記第２の極の部分を覆うと
共に、前記第１の極を露出させる開口が設けられた円環形状を有する絶縁部材からなり、
前記円環形状の外径は、前記筐体の内径より小さく、且つ、前記電池の外径より大きく、
前記開口の径は、前記第１の極の径より大きく、且つ、前記第２の極の部分の径より小さ
いことを特徴とする。
【０００９】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材の厚さは、前記第１の面から突出した
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前記第１の極の高さよりも小さいことを特徴とする。
【００１０】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材は、スポンジ状部材からなり、前記ス
ポンジ状部材の厚さは、当該カプセル型医療装置への組み付け前の状態で、前記第１の面
から突出した前記第１の極の高さよりも大きく、当該カプセル型医療装置への組み付け後
の状態で、前記第１の極の高さ以下であることを特徴とする。
【００１１】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材の前記開口の断面であって該開口面と
直交する断面はテーパ状を有することを特徴とする。
【００１２】
　上記カプセル型医療装置において、前記短絡防止部材は、円盤形状の絶縁部材と、前記
絶縁部材の一方の面に設けられ、前記第１の極の少なくとも一部と接触する電極パッドと
、前記絶縁部材の他方の面に設けられ、前記第２の面と接触する接点部材と、前記絶縁部
材の内部に設けられ、前記電極パッドと前記接点部材とを導通する導通部とを備えること
を特徴とする。
【００１３】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材の径は、前記筐体の内径より小さく、
且つ、前記電池の外径より大きいことを特徴とする。
【００１４】
　上記カプセル型医療装置において、前記電極パッドの径は、前記第１の極の径以下であ
ることを特徴とする。
【００１５】
　上記カプセル型医療装置において、前記接点部材は、平面部と、該平面部から斜め方向
に立ち上がるバネ部とを含むことを特徴とする。
【００１６】
　上記カプセル型医療装置において、前記短絡防止部材は、平面部と、該平面部から該平
面部の主面に対して一方の側に斜め方向に立ち上がるバネ部とを含む接点部材と、中央部
に開口が設けられた円環形状の絶縁部材であって、前記平面部の前記一方の側の主面の周
縁を覆う絶縁部材とを備えることを特徴とする。
【００１７】
　上記カプセル型医療装置において、前記開口の径は、前記第２の極の部分の内径より小
さいことを特徴とする。
【００１８】
　上記カプセル型医療装置において、前記短絡防止部材は、平面部と、該平面部から該平
面部の主面に対して両側に斜め方向にそれぞれ立ち上がる少なくとも２つのバネ部とを含
む接点部材と、中央部に開口が設けられた円環形状の絶縁部材であって、前記平面部の両
側の主面の周縁を覆う絶縁部材とを備えることを特徴とする。
【００１９】
　上記カプセル型医療装置において、前記開口の径は、前記第２の極の部分の内径より小
さいことを特徴とする。
【００２０】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材は、前記接点部材と一体的に形成され
ていることを特徴とする。
【００２１】
　上記カプセル型医療装置において、前記絶縁部材は、絶縁性を有する円環形状の２つの
部材を、前記平面部の両側の主面の周縁にそれぞれ貼り付けることにより設けられている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、複数の電池の間に、該複数の電池間における導通を確保すると共に、
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第１の極と第２の極の内で周縁部に位置する第２の極の部分とを絶縁する短絡防止部材を
配置するので、組み立て時や使用時における電池のショートを抑制することが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係るカプセル型医療装置の構成例を示す断面図
である。
【図２】図２は、図１に示す負極接点部の構造を示す上面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図１に示す電池の上面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図１に示す電池の側面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、図１に示す短絡防止部材の上面図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示す短絡防止部材の断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図５Ｄ】図５Ｄは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図５Ｅ】図５Ｅは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図５Ｆ】図５Ｆは、図１に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図である。
【図６】図６は、図１に示すカプセル型医療装置の別の製造方法を説明する図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態２に係るカプセル型医療装置の構成例を示す断面図
である。
【図８Ａ】図８Ａは、図７に示す短絡防止部材の上面図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、図８ＡのＡ－Ａ断面図である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、図７に示す短絡防止部材の下面図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態３に係るカプセル型医療装置の構成例を示す断面図
である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、図９に示す短絡防止部材の上面図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、図１０ＡのＢ－Ｂ断面図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の実施の形態４に係るカプセル型医療装置が備える短絡
防止部材の構造を示す上面図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、図１１ＡのＣ－Ｃ断面図である。
【図１２】図１２は、変形例４－１に係る短絡防止部材の構造を示す上面図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態５に係るカプセル型医療装置の構成例を示す断
面図である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、図１３に示す電池ユニットの断面図である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、図１３に示す電池ユニットの上面図である。
【図１５Ａ】図１５Ａは、図１３に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図であ
る。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、図１３に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図であ
る。
【図１５Ｃ】図１５Ｃは、図１３に示すカプセル型医療装置の製造方法を説明する図であ
る。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態６に係るカプセル型医療装置の構成例を示す断
面図である。
【図１７Ａ】図１７Ａは、本発明の実施の形態７に係るカプセル型医療装置が備える筐体
の形状を示す断面図である。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、カプセル型医療装置が一般的な筐体の形状を示す断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
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　以下、本発明の実施の形態に係るカプセル型医療装置について、図面を参照しながら説
明する。なお、これら実施の形態によって本発明が限定されるものではない。また、各図
面の記載において、同一部分には同一の符号を付して示している。図面は模式的なもので
あり、各部の寸法の関係や比率は、現実と異なることに留意する必要がある。図面の相互
間においても、互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれる。
【００２５】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係るカプセル型医療装置の構成を示す断面図である。
図１に示すように、カプセル型医療装置１は、半球状を有するドーム部１０１及び筒部を
有する有底のケース部１０２からなるカプセル形状の筐体１０と、筐体１０内に収納され
る照明部１１と、撮像部１２と、制御部１３と、電池部１４と、無線通信部１５と、これ
らの内の機能実行部である照明部１１、撮像部１２、制御部１３及び無線通信部１５を実
装して電気的に接続するフレキシブル基板１６とを備える。この内、照明部１１、撮像部
１２、及び制御部１３は、樹脂材料によって形成されたスペーサ１７に組みつけられてユ
ニット化されている。また、無線通信部１５は、樹脂材料によって形成されたスペーサ１
８に組みつけられてユニット化されている。
【００２６】
　ドーム部１０１は、カプセル型医療装置１の長手方向の一方の端部となる半球状のドー
ム半球部１０３と、ドーム半球部１０３の外径と同一の外径を有する円筒形状のドーム把
持部１０４と、ドーム把持部１０４よりも外径が小さくなるよう切り欠きが設けられ、ケ
ース部１０２と嵌合されるドーム円筒部１０５とを含む。このようなドーム部１０１は、
照明部１１によって照射される可視光等の照明光に対して透明で、且つ、生体適合性を有
する材料（例えば、ポリカーボネート、アクリル、シクロオレフィンポリマー等の樹脂材
料）により形成されている。
【００２７】
　ケース部１０２は、半球形状のケース半球部１０６と、ケース半球部１０６の外径と同
一の外径を有し、ケース半球部１０６と連結された円筒形状のケース円筒部１０７とを含
む。ケース半球部１０６は、カプセル型医療装置１の長手方向の他方の端部となる部分で
ある。ケース半球部１０６の内側の複数箇所には、筐体１０内に収納される各部品の位置
決めを行うために、内周側に突出したケース内壁リブ１０８が設けられている。このよう
なケース部１０２は、不透明な有色であっても良く、生体適合性を有する材料（例えば、
ポリサルホン、ポリカーボネート等の樹脂材料）により形成されている。
【００２８】
　これらのドーム部１０１及びケース部１０２は、ドーム円筒部１０５の外周側とケース
円筒部１０７端部の内周側と間に配置される接着剤（図示せず）により接着され、水密に
封止される。
【００２９】
　照明部１１は、フレキシブル基板１６と一体的に形成されたフレキシブルな照明基板１
１１と、該照明基板１１１上に配置された複数の照明素子１１２とを有する。照明素子１
１２は、例えば、白色の照明光を発生するＬＥＤであり、照明基板の略中央に設けられた
開口１１３の周囲に配置されている。これらの照明素子１１２は、後述する照明駆動回路
に接続される。
【００３０】
　このような照明部１１の筐体１０内部における位置は、照明基板１１１の開口１１３に
後述するレンズユニット１２１を挿通させることにより決定される。
【００３１】
　撮像部１２は、複数の対物レンズがレンズ枠に組み付けられたレンズユニット１２１と
、フレキシブル基板１６と一体的に形成されたフレキシブルな撮像基板１２２と、該撮像
基板１２２にフリップチップ実装されたＣＭＯＳ等の撮像素子１２３と、撮像素子１２３
に撮像動作を実行させるための回路部１２４とを有する。撮像素子１２３は、受光面１２
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５をレンズユニット１２１側に向けて配置され、レンズユニット１２１を通過した光を受
光して光電変換することにより、画像を表す電気信号を生成する。回路部１２４は、撮像
素子１２３による撮像動作を制御すると共に、撮像素子１２３が生成した電気信号に所定
の信号処理を施して画像信号に変換する各種処理回路を含む。
【００３２】
　制御部１３は、リジッド基板により形成された制御基板１３１と、制御基板１３１に実
装されたリードスイッチ１３２と、各種電子部品群１３３とを含む。制御基板１３１は、
半田付けによりフレキシブル基板１６と電気的に接続されている。リードスイッチ１３２
は、外部磁界に反応してスイッチ動作を行う。電子部品群１３３は、例えば、リードスイ
ッチ１３２のスイッチ動作に応じて電源の起動／停止を制御する電源ＩＣや、動作設定情
報等を格納するメモリや、水晶振動子や、照明部１１及び撮像部１２に対する電源供給を
制御する電源制御部や、照明部１１を駆動する照明駆動部等を含む。
【００３３】
　また、制御基板１３１の裏側（図１の下側）のフレキシブル基板１６面には、バネ性を
有する負極接点部１３４が半田を用いて実装されている。負極接点部１３４は、後述する
電池１４１の負極１ｃと接して、電池部１４とフレキシブル基板１６とを導通する。
【００３４】
　図２は、負極接点部１３４を示す上面図である。負極接点部１３４は、筐体１０内に収
納された状態では弾性圧縮され、制御基板１３１と電池１４１とを電気的に接続する１つ
以上（図２においては２つ）のバネ部１３４ａを有する。このような負極接点部１３４は
、筐体１０内部の公差を吸収して、筐体１０内の内蔵物を当該負極接点部１３４を境とし
て両方向に付勢する。
【００３５】
　電池部１４は、同軸上に直列に接続された複数（図１においては２つ）の電池１４１、
１４２と、これらの電池１４１、１４２間に配置された短絡防止部材１４３とを含む。電
池部１４は、照明部１１、撮像部１２、制御部１３、無線通信部１５の各部に対して電力
を供給する。
【００３６】
　図３Ａは、電池１４１、１４２を示す上面図であり、図３Ｂは、同側面図である。図３
Ａ及び図３Ｂに示すように、電池１４１、１４２は、一般にボタン型電池と呼ばれる酸化
銀電池であり、互いに対向する２つの面、即ち、図３Ｂにおいては上面側である負極面１
ａと、下面側である正極面１ｂとを有している。負極面１ａの中央領域には、負極１ｃが
、当該負極面１ａから突出して設けられている。一方、正極は、正極面１ｂから側面を介
して、負極面１ａの周縁部に渡って設けられ、所謂電池正極缶を形成している。以下、正
極の内で負極面１ａの周縁部に位置する正極部分のことを、周縁正極部１ｅという。負極
面１ａにおいて、負極１ｃと周縁正極部１ｅとは、互いの間の領域に設けられたセパレー
タ１ｄによって絶縁されている。
【００３７】
　短絡防止部材１４３は、電池１４１の正極面１ｂと電池１４２の負極１ｃとの間の導通
を確保しつつ、電池１４２の負極面１ａにおける負極１ｃと周縁正極部１ｅとの間の短絡
を防止する。短絡防止部材１４３の詳細な構造については後述する。
【００３８】
　無線通信部１５は、無線通信用の基板（無線基板）１５１と、該無線基板１５１上に実
装された無線通信用の電子部品１５２とを含む。無線基板１５１は、リジッド基板により
形成され、フレキシブル基板１６と半田により電気的に接続されている。また、無線基板
１５１には、無線信号送信用のアンテナ（図示せず）が形成されている。無線通信部１５
は、撮像部１２において生成された画像信号を、このアンテナから無線送信する。
【００３９】
　無線基板１５１の裏側（図１の上側）のフレキシブル基板１６面には、電極パッド（ラ
ンド）１５３が設けられている。電極パッド１５３は、電池１４２の正極と接して、電池
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部１４とフレキシブル基板１６とを導通する。
【００４０】
　このようなカプセル型医療装置１は、被検体内に導入されて被検体内を撮像し、それに
よって取得された画像信号を被検体外に無線送信する。被検体外には、カプセル型医療装
置１から送信された無線信号を受信する受信装置が設けられており、この受信装置に受信
された無線信号（画像信号）に対して所定の信号処理を施すことにより、被検体内を表す
画像が生成される。
【００４１】
　次に、短絡防止部材１４３の詳細な構造について説明する。図４Ａは、短絡防止部材１
４３を示す上面図であり、図４Ｂは、同側面断面図である。短絡防止部材１４３は、樹脂
等の絶縁材料によって形成される。好ましくは、短絡防止部材１４３が電池１４１、１４
２間に配置された際に、電池１４１、１４２の相対的な位置ずれを抑制するため、短絡防
止部材１４３を、シリコンゴムやスポンジのように滑り難い（電池１４１、１４２を摩擦
力により制動し易い）材料によって形成すると良い。
【００４２】
　図４Ａに示すように、短絡防止部材１４３は、内側に開口１４４が設けられた円環形状
をなしている。この短絡防止部材１４３の外径ＤOUTは、筐体１０の内径より小さく、好
ましくは電池１４１、１４２の外径ＤBAT（図３Ａ参照）より大きい。一方、短絡防止部
材１４３の内径ＤINは、電池１４１、１４２の負極１ｃの外径（即ち、セパレータ１ｄの
内径）Ｄ(-)より大きく、周縁正極部１ｅの内径（即ち、セパレータ１ｄの外径）Ｄ(+)よ
り小さい。短絡防止部材１４３の各部のサイズをこのように規定することにより、短絡防
止部材１４３を電池１４２の負極面１ａに配置した際に、開口１４４から負極１ｃが露出
すると共に、電池１４２の外周から周縁正極部１ｅの内径よりも若干内側の領域（絶縁対
象領域１ｆ）が短絡防止部材１４３によって覆われる。
【００４３】
　なお、図３Ｂに示すように、電池１４１、１４２の負極１ｃの端部が末広がりのテーパ
状をなす場合には、これに合わせて、開口１４４の該開口面と直交する断面もテーパ状に
すると良い（図４Ｂ参照）。この場合、広がった方（図の下側）の開口の径ＤIN’を周縁
正極部１ｅの内径Ｄ(+)よりも小さくすると良い。それにより、周縁正極部１ｅの露出を
確実に防ぐことができる。
【００４４】
　短絡防止部材１４３の厚さｔは、負極面１ａから突出している負極１ｃの高さＨ（図３
Ｂ参照）よりも低くすると良い。これにより、短絡防止部材１４３を電池１４２に被せた
際に、開口１４４から負極１ｃが突出することとなり、当該負極１ｃと電池１４１の正極
面１ｂとの導通を確保することができる。
【００４５】
　なお、短絡防止部材１４３をスポンジのように伸縮自在な材料によって形成する場合に
は、電池１４１、１４２間に短絡防止部材１４３を配置した状態で、短絡防止部材１４３
の厚さｔを負極１ｃの高さＨ以下に圧縮することができれば、配置前の状態での厚さｔは
負極１ｃの高さＨより高くても良い。
【００４６】
　次に、カプセル型医療装置１の製造方法について、図５Ａ～図５Ｆを参照しながら説明
する。まず、図５Ａに示すように、筐体１０内に収納される機能部の内、照明部１１、撮
像部１２、及び制御部１３を予めスペーサ１７に組み付けて第１ユニット１９ａを作製し
ておく。一方、フレキシブル基板１６を介して制御部１３と接続された無線通信部１５を
スペーサ１８に組み付けて第２ユニット１９ｂを作製しておく。そして、長軸Ｒを鉛直方
向とし、且つ開口を上方に向けてケース部１０２を配置し、無線基板１５１に設けられた
電極パッド１５３側を上方に向けて第２ユニット１９ｂをケース部１０２に挿入する。
【００４７】
　図５Ｂに示すように、第２ユニット１９ｂがケース部１０２内に入ったところで、電池
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１４２を、正極面１ｂが下向きとなるように挿入する。続いて、図５Ｃに示すように、電
池１４２の負極面１ａ上に短絡防止部材１４３を配置する。
【００４８】
　続いて、図５Ｄに示すように、短絡防止部材１４３上に電池１４１を、正極面１ｂが下
向きとなるように挿入する。さらに、図５Ｅに示すように、第１ユニット１９ａに設けら
れた負極接点部１３４のバネ部１３４ａを電池１４１の負極１ｃに当て付け、第１ユニッ
ト１９ａ、電池１４１、１４２、及び第２ユニット１９ｂをケース部１０２内に落とし込
む。
【００４９】
　そして、図５Ｆに示すように、ケース部１０２にドーム部１０１を被せ、接着剤を用い
て両者を接着して筐体１０を封止する。この際、負極接点部１３４のバネ性によりドーム
部１０１がケース部１０２から浮いて来ないように筐体１０の長手方向に荷重を加えなが
ら接着剤を硬化させると良い。それにより、図１に示すカプセル型医療装置１が完成する
。
【００５０】
　以上説明したように、実施の形態１によれば、電池１４１と電池１４２との間に、円環
形状の短絡防止部材１４３を配置するので、電池１４１と電池１４２と間の導通を確保し
つつ、電池１４２の負極面１ａにおける短絡を防止することが可能となる。
【００５１】
（変形例１－１）
　次に、実施の形態１の変形例１－１について説明する。
　実施の形態１においては、電池１４２の負極面１ａにおける短絡を防止するために、電
池１４１、１４２から取り外し可能な短絡防止部材１４３を設けた。しかしながら、電池
１４２に対して短絡防止部材を直接固着させても良い。
【００５２】
　例えば、図３Ａに示すものと同様の円環形状を有し、一方の面に粘着性を有するシール
状の粘着材が設けられた樹脂材料からなる短絡防止部材を、電池１４２の負極面１ａの絶
縁対象領域１ｆに貼付しても良い。
【００５３】
　或いは、接着剤等の絶縁性を有するコーティング材を絶縁対象領域１ｆに直接塗布して
硬化させることにより、短絡防止部材を形成しても良い。この際、コーティング材として
、硬化させた後の表面の摩擦係数が比較的高い（例えば、電池１４１、１４２表面の金属
よりも高い）材料を用いると、電池１４１、１４２を摩擦力により制動して位置ずれを防
止できるという点で好ましい。
【００５４】
（変形例１－２）
　次に、実施の形態１の変形例１－２について説明する。
　上記実施の形態１においては、ケース部１０２の長軸Ｒを鉛直方向に向けた状態で組み
立てる場合を説明したが、ケース部１０２の長軸Ｒを水平方向に向けた状態で組み立てを
行うこともできる。この場合、図６に示すように、まず、長軸Ｒを水平方向に向けたケー
ス部１０２内に、第２ユニット１９ｂを挿入する。一方、ケース部１０２外において、電
池１４１及び電池１４２を、両者の間に短絡防止部材１４３を挟みこんだ状態で保持して
おく。この際、短絡防止部材１４３の両面に粘着剤を有する構成とすれば、電池１４１と
電池１４２との間に短絡防止部材１４３を挟みこんだ状態で保持することが容易になる。
そして、この状態を維持したまま、電池１４１、短絡防止部材１４３、電池１４２を、電
池１４２の正極面１ｂの側から、ケース部１０２内に押し込む。さらに、第１ユニット１
９ａをケース部１０２内に押し込み、ドーム部１０１をケース部１０２に被せて接着剤で
固定する（図５Ｆ参照）。
【００５５】
　このように、ケース部１０２を水平方向に向けた状態でカプセル型医療装置１を組み立
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てる場合においても、短絡防止部材１４３を電池１４１、１４２間に挿入することにより
、電池１４２の短絡を確実に防止することができる。
【００５６】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。
　図７は、実施の形態２に係るカプセル型医療装置の構成を示す断面図である。図７に示
すように、実施の形態２に係るカプセル型医療装置２は、図１に示す負極接点部１３４の
代わりに電極パッド１３５を備え、また、短絡防止部材１４３の代わりに短絡防止部材２
００を備える。なお、カプセル型医療装置２における電極パッド１３５及び短絡防止部材
２００以外の構成については、図１に示すものと同様である。
【００５７】
　電極パッド１３５は、制御基板１３１の裏側のフレキシブル基板１６面に設けられた平
板状の金属部材であり、電池１４１の負極１ｃと導通する。
【００５８】
　短絡防止部材２００は、電池１４１と電池１４２との間に配置され、電池１４１と電池
１４２とを互いに導通させると共に、電池１４２の負極面１ａにおける負極１ｃと周縁正
極部１ｅとの短絡を防止する。
【００５９】
　図８Ａは、短絡防止部材２００を示す上面図であり、図８Ｂは、図８ＡのＡ－Ａ断面図
であり、図８Ｃは、短絡防止部材２００を示す下面図である。図８Ａ～図８Ｃに示すよう
に、短絡防止部材２００は、絶縁基板２０１と、絶縁基板２０１の一方の面に設けられた
接点バネ部材２０２と、絶縁基板２０１の他方の面に設けられた電極パッド２０３とを有
する。接点バネ部材２０２と電極パッド２０３とは、絶縁基板２０１の内部に設けられた
スルーホール２０４によって互いに導通している。
【００６０】
　絶縁基板２０１は、フレキシブル基板等の絶縁材料によって形成されており、外径が筐
体１０（ケース部１０２）の内径より小さく、好ましくは電池１４１、１４２の外径より
大きい円盤形状を有する。
【００６１】
　接点バネ部材２０２は、外径が絶縁基板２０１より小さい円盤形状の金属部材であり、
半田２０５により絶縁基板２０１に実装されている。接点バネ部材２０２は、平面部２０
６と、該平面部２０６から斜め方向に立ち上がった１つ以上（図８Ａにおいては２つ）の
弾性変形可能なバネ部２０７とを含む。本実施の形態２において、各バネ部２０７は、平
面状の金属部材の一部を切り込むことにより、平面部２０６と一部がつながった舌状の領
域を設け、この舌状の領域を平面部２０６から、平面部２０６の主面に対して一方の側に
立ち上げることにより形成されている。また、バネ部２０７の反力は、正極面１ｂとの接
触抵抗がトータルで所定の値よりも小さくなるように設定される。このような接点バネ部
材２０２は、電池１４１の正極面１ｂ側に配置され、正極面１ｂと接して導通する。
【００６２】
　一方、電極パッド２０３は、外径が負極１ｃの径以下である円盤形状の金属部材である
。電極パッド２０３は、電池１４２の負極１ｃと接して導通する。
【００６３】
　なお、カプセル型医療装置２の製造方法は、実施の形態１において図５Ａ～図５Ｆを参
照しながら説明したもの同様である。
【００６４】
　以上説明した実施の形態２によれば、電池１４１と電池１４２との間に短絡防止部材２
００を配置することにより、両者間における導通を確保しつつ、電池１４２の負極面１ａ
における短絡を防止することが可能となる。また、実施の形態２においては、短絡防止部
材２００にバネ性を有する接点バネ部材２０２を設けるので、絶縁基板２０１の厚さのば
らつきによらず、電池１４１、１４２間の接点を確実に得ることができる。
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【００６５】
（変形例２－１）
　次に、実施の形態２の変形例２－１を説明する。
　短絡防止部材２００においては、絶縁基板２０１の両面にそれぞれ設けられる接点バネ
部材２０２及び電極パッド２０３の外径を、共に負極１ｃの径より小さくしても良い。こ
の場合、接点バネ部材２０２及び電極パッド２０３のいずれの側を電池１４２側に向けて
も、これらの導電性の部材が周縁正極部１ｅに接することはないので、カプセル型医療装
置２を組み立てる際に、短絡防止部材２００の表裏を考慮する必要がなくなり、組み立て
工程を簡素化することができる。
【００６６】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について説明する。
　図９は、実施の形態３に係るカプセル型医療装置の構成を示す断面図である。図９に示
すように、実施の形態３に係るカプセル型医療装置３は、図７に示す短絡防止部材２００
の代わりに、短絡防止部材３００を備える。なお、カプセル型医療装置３における短絡防
止部材３００以外の構成については、図７に示すものと同様である。
【００６７】
　短絡防止部材３００は、電池１４１と電池１４２との間に配置され、電池１４１と電池
１４２とを互いに導通させると共に、電池１４２の負極面１ａにおける負極１ｃと周縁正
極部１ｅとの短絡を防止する。
【００６８】
　図１０Ａは、短絡防止部材３００を示す上面図であり、図１０Ｂは、図１０ＡのＢ－Ｂ
断面図である。図１０Ａ及び図１０Ｂに示すように、短絡防止部材３００は、円盤形状の
接点バネ部材３０１と、該接点バネ部材３０１の一方の面の周縁部に設けられた円環形状
の絶縁部材３０２とを有する。
【００６９】
　接点バネ部材３０１は、外径が筐体１０（ケース部１０２）の内径より小さく、且つ、
周縁正極部１ｅ（図３Ａ参照）の内径より大きい金属部材である。接点バネ部材３０１は
、平面部３０３と、該平面部３０３から斜め方向に立ち上がった１つ以上（図１０Ａにお
いては２つ）の弾性変形可能なバネ部３０４とを含む。本実施の形態３において、各バネ
部３０４は、平面状の金属部材の一部を切り込むことにより、平面部３０３と一部がつな
がった舌状の領域を設け、この舌状の領域を平面部３０３から、平面部３０３の主面に対
して一方の側に立ち上げることにより形成されている。
【００７０】
　このような接点バネ部材３０１は、バネ部３０４が立ち上がっている側を電池１４２の
負極１ｃに向けて配置される。このため、バネ部３０４は、負極１ｃとの接点となる先端
領域が負極１ｃの径の内側に入るように位置決めされる。また、バネ部３０４の反力は、
電池１４２との接触抵抗がトータルで所定の値よりも小さくなるように設定される。
【００７１】
　絶縁部材３０２は、平面部３０３のバネ部３０４が立ち上がっている側の周縁に、接着
剤等を用いて接着されている。この絶縁部材３０２の外径は、ケース部１０２の内径より
小さく、且つ、電池１４１、１４２の外径より大きい。一方、絶縁部材３０２の内径は、
周縁正極部１ｅ（図３Ａ参照）の内径より小さく、且つ、バネ部３０４が露出可能なサイ
ズを有する。なお、本実施の形態３においては、絶縁部材３０２と接点バネ部材３０１と
の外径同士を揃えている。
【００７２】
　絶縁部材３０２の厚さは、バネ部３０４の稼動範囲（高さｈ１～ｈ２）の下限（即ち、
高さｈ２）以下とすることが好ましい。ここで、高さｈ１は、短絡防止部材３００のカプ
セル型医療装置３への組み付け前の状態で、平面部３０３から測ったバネ部３０４の高さ
であり、高さｈ２は、組み付け後の状態で、平面部３０３から測ったバネ部３０４の高さ
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である。
【００７３】
　なお、バネ部３０４の塑性変形を防止するため、バネ部３０４が一定量以上変位しない
ように、平面部３０３からの高さｈ１を予め設定しておくと良い。
【００７４】
　このような絶縁部材３０２は、樹脂やゴム等の絶縁材料によって形成されている。好ま
しくは、電池１４２と接触した際に当該電池１４２と密着して、摩擦力により電池１４２
を制動し易くするために、シリコンゴムのように弾性に富む材料を用いると良い。
【００７５】
　短絡防止部材３００は、バネ部３０４を電池１４２の負極１ｃに接触させ、バネ部３０
４が立ち上がった側とは反対側の接点バネ部材３０１の面を電池１４１の正極面１ｂに接
触させた状態で、カプセル型医療装置３内に配置される。なお、カプセル型医療装置３の
製造方法については、実施の形態１において説明したものと同様である。
【００７６】
　以上説明した実施の形態３によれば、電池１４１と電池１４２との間の導通を確保しつ
つ、電池１４２の負極面１ａにおける短絡を防止することが可能となる。また、短絡防止
部材３００は、接点バネ部材３０１に絶縁部材３０２を接着剤で接着したシンプルな構成
を有するので、半田付け等の工程が不要となり、短絡防止部材３００の組み立て性を向上
させることができる。
【００７７】
　なお、実施の形態３においては、絶縁部材３０２を、片面に粘着性を有するシール状の
粘着材やコーティング材等によって形成しても良い。この場合、接点バネ部材３０１に絶
縁部材３０２を設ける工程において接着剤を用意する必要がなくなり、当該工程をさらに
簡素化することができる。
【００７８】
　また、接点バネ部材３０１に対し、正極面１ｂとの接触面における摩擦係数を向上させ
る加工を施すことにより、電池１４１、１４２間における位置ずれを防止することとして
も良い。
【００７９】
（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４について説明する。
　実施の形態４に係るカプセル型医療装置は、図９に示す短絡防止部材３００の代わりに
、図１１Ａ及び図１１Ｂに示す短絡防止部材４００を備える。なお、実施の形態４に係る
カプセル型医療装置における短絡防止部材４００以外の構成については、図９に示すもの
と同様である。
【００８０】
　図１１Ａは、短絡防止部材４００を示す上面図であり、図１１Ｂは、図１１ＡのＣ－Ｃ
断面図である。図１１Ａ及び図１１Ｂに示すように、短絡防止部材４００は、円盤形状の
接点バネ部材４０１と、該接点バネ部材４０１の周縁に設けられた円環形状の絶縁部材４
０２とを有する。
【００８１】
　接点バネ部材４０１は、外径が筐体１０（ケース部１０２）の内径より小さく、且つ、
周縁正極部１ｅ（図３Ａ参照）の内径より大きい金属部材である。接点バネ部材４０１は
、平面部４０３と、該平面部４０３から両側（図の上側及び下側）に、斜め方向にそれぞ
れ立ち上がった２つの弾性変形可能なバネ部４０４、４０５とを含む。本実施の形態４に
おいて、各バネ部４０４、４０５は、平面状の金属部材の一部を切り込むことにより、平
面部４０３と一部がつながった舌状の領域を設け、この舌状の領域を平面部４０３から、
平面部４０３の主面に対して両側に立ち上げることにより形成されている。なお、バネ部
の数は、トータルで２つ以上あれば良く、平面部４０３の両側に少なくとも１つずつ立ち
上がっていれば良い。また、バネ部４０４、４０５の反力は、電池１４１、１４２との接
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触抵抗がトータルで所定の値よりも小さくなるように設定される。
【００８２】
　絶縁部材４０２は、外径がケース部１０２の内径より小さく、且つ、電池１４１、１４
２の外径より大きい。一方、絶縁部材４０２の内径は、周縁正極部１ｅ（図３Ａ参照）よ
り小さく、且つ、バネ部４０４、４０５が露出可能なサイズを有する。絶縁部材４０２の
厚さは、平面部４０３から絶縁部材４０２上面までの高さｈ３が、バネ部４０４、４０５
の稼動範囲（高さｈ１～ｈ２）の下限（即ち、高さｈ２）以下となるように設定すること
が好ましい。
【００８３】
　このような絶縁部材４０２は、樹脂やゴム等の絶縁材料によって形成されている。好ま
しくは、電池１４１、１４２間に配置された際に電池１４１、１４２と密着して、摩擦力
により電池１４１、１４２を制動し易くするために、シリコンゴムのように弾性に富む材
料を用いると良い。また、絶縁部材４０２に対し、電池１４１、１４２との接触面におけ
る摩擦係数を向上させる加工を施しても良い。それにより、電池１４１、１４２の位置ず
れをさらに抑制することができる。
【００８４】
　絶縁部材４０２は、インサート成形法等により、接点バネ部材４０１と一体的に成形さ
れても良い。或いは、２枚の絶縁性を有する円環形状の部材を平面部４０３の周縁に両側
から接着することとしても良い。
【００８５】
　以上説明した実施の形態４によれば、電池１４１と電池１４２との間の導通を確保しつ
つ、電池１４２の負極面１ａにおける短絡を防止することが可能となる。特に、実施の形
態４においては、電池１４１の正極面１ｂ及び電池１４２の負極１ｃに対する接点を、バ
ネ部４０４、４０５によって設けるので、電池１４１、１４２間の導通を確実に確保する
ことができる。さらに、実施の形態４においては、インサート成形法等により接点バネ部
材４０１と絶縁部材４０２とを一体的に形成することができるので、短絡防止部材４００
の量産が可能となり、製造工程の効率化及び製造コストの低減を図ることが可能となる。
【００８６】
（変形例４－１）
　次に、実施の形態４の変形例４－１について説明する。
　図１２は、変形例４－１に係る短絡防止部材４１０の構成を示す上面図である。接点バ
ネ部材４０１の周縁部に設ける絶縁部材の形状は、図１１Ａに示すような円環形状に限定
されない。例えば、図１２に示すように、複数の絶縁部材ピース４１１で接点バネ部材４
０１を挟み込んでも良い。この場合、絶縁部材ピース４１１は、３つ以上設ければ良い。
【００８７】
（実施の形態５）
　次に、本発明の実施の形態５について説明する。
　図１３は、実施の形態５に係るカプセル型医療装置を示す断面図である。図１３に示す
ように、実施の形態５に係るカプセル型医療装置５は、照明部１１、撮像部１２、制御部
１３、無線通信部１５をスペーサ５０１によってユニット化した機能実行ユニット５０と
、電池１４１、１４２をユニット化した電池ユニット５１とを備える。機能実行ユニット
５０の端部に配置された無線基板１５１には、電池ユニット５１と導通する正極接点５０
２及び負極接点５０３が設けられる。なお、機能実行ユニット５０内の各機能実行部の詳
細な構成については、実施の形態１において説明したものと同様である。
【００８８】
　図１４Ａは、電池ユニット５１を示す断面図であり、図１４Ｂは、電池ユニット５１を
示す上面図である。図１４Ａに示すように、電池ユニット５１は、同軸に重ねられた電池
１４１、１４２と、その間に配置された短絡防止部材４００と、電池１４１の負極面１ａ
から電池１４２の正極面１ｂに引き回されたフレキシブル基板５１１と、これらの各部品
を一体化する締結部材５１２とを有する。
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【００８９】
　図１４Ｂに示すように、フレキシブル基板５１１の電池１４１側の端部は、電池１４１
、１４２と略等しい円形状をなしており、その中央部には、負極１ｃを挿通させる開口５
１３が設けられている。この開口５１３の内径は、周縁正極部１ｅ（図３Ａ参照）より小
さい。これにより、電池１４１の負極面１ａにおいて、周縁正極部１ｅ表面がフレキシブ
ル基板５１１に覆われる。
【００９０】
　開口５１３周囲のフレキシブル基板５１１の上面には、円環形状の電極パッド５１４が
設けられている。電極パッド５１４は、機能実行ユニット５０の正極接点５０２との接触
部材である。電極パッド５１４を円環形状とすることにより、組み立て時に、電池ユニッ
ト５１と機能実行ユニット５０との円周方向における位置合わせが不要となる。
【００９１】
　電池１４２の側面近傍のフレキシブル基板５１１の面には電極パッド５１５が設けられ
ている。この電極パッド５１５は、フレキシブル基板５１１に設けられた回路部を介して
電極パッド５１４と接続されている。これにより、電池１４２の正極が、電池１４１の負
極面１ａ側に引き回される。なお、電極パッド５１５の代わりに、電池１４２の側面と接
触して電池１４２を径方向に付勢するバネ接点部材を設けても良い。
【００９２】
　締結部材５１２は、例えば熱収縮チューブであり、電池１４１、１４２及びこれらの間
に配置された短絡防止部材４００と、フレキシブル基板５１１とを外側から包み込んで保
持すると共に、フレキシブル基板５１１を電池１４２に押し付け、電極パッド５１５を電
池１４２の側面に接触させる。
【００９３】
　次に、カプセル型医療装置５の組み立て方法について説明する。
　まず、図１５Ａに示すように、電池ユニット５１を、負極面１ａ側をケース部１０２の
開口側に向けた状態でケース部１０２内に挿入する。
【００９４】
　続いて、図１５Ｂに示すように、機能実行ユニット５０を、正極接点５０２及び負極接
点５０３の側からケース部１０２内に挿入する。それにより、正極接点５０２が、電極パ
ッド５１４、フレキシブル基板５１１に設けられた回路部、及び電極パッド５１５（図１
４Ａ参照）を介して電池１４２の正極と導通し、負極接点５０３が、電池１４１の負極１
ｃと導通する。
【００９５】
　さらに、図１５Ｃに示すように、ケース部１０２にドーム部１０１に被せ、接着剤を用
いて両者を接着することにより筐体１０を封止する。それにより、カプセル型医療装置５
が完成する。
【００９６】
　以上説明したように、実施の形態５によれば、各種機能実行部及び電池１４１、１４２
をそれぞれユニット化すると共に、電池ユニット５１の上面に正極及び負極を配置するの
で、ケース部１０２に電池ユニット５１及び機能実行ユニット５０を落とし込むだけで組
み立てが可能となる。従って、カプセル型医療装置５の組立手順を簡略化し、組立工程に
要する時間を削減することが可能となる。
【００９７】
　なお、実施の形態５においては、電池１４１、１４２の間に短絡防止部材４００を配置
したが、その代わりに実施の形態１～３に係る短絡防止部材１４３、２００、３００、又
は、変形例４－１に係る短絡防止部材４１０を配置しても良い。
【００９８】
（実施の形態６）
　次に、本発明の実施の形態６について説明する。
　図１６は、実施の形態６に係るカプセル型医療装置の構成を示す断面図である。図１６
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に示すように、実施の形態６に係るカプセル型医療装置６は、図１に示すカプセル型医療
装置１に対して、リードスイッチ１３２を無線通信部１５に設けた構成を有する。
【００９９】
　ここで、カプセル型医療装置６において取得したデータを被検体外に送信する際、無線
通信部１５の近傍に強磁性体を内部に有する電池等が存在すると、無線通信機能が低下す
る場合がある。このような場合、無線通信部１５及び電池等を互いに間隔を空けて配置す
ることが好ましい。しかしながら、一方で、そのような配置によってデッドスペースが生
じてしまい、筐体１０内に内蔵物を効率的に配置することができなくなってしまう。
【０１００】
　そこで、実施の形態６においては、制御部１３においてスペースを占めていたリードス
イッチ１３２を無線通信部１５に移動させることにより制御部１３を小型化し、電池部１
４を制御部１３側に移動させる。そして、電池部１４の移動により空いたスペース（無線
基板１５１の裏側）に、リードスイッチ１３２及び電池部１４と導通する接点部材６０１
を設ける。
【０１０１】
　以上説明した実施の形態６によれば、無線通信部１５と電池１４１、１４２とを離間さ
せることにより、無線通信機能の低下を抑制することができると共に、筐体１０内のスペ
ースを有効活用することが可能となる。
【０１０２】
（実施の形態７）
　次に、本発明の実施の形態７について説明する。
　図１７Ａは、実施の形態７に係るカプセル型医療装置の筐体を示す断面図であり、図１
７Ｂは、カプセル型医療装置の一般的な筐体を示す断面図である。図１７Ａに示すように
、実施の形態７に係るカプセル型医療装置の筐体７０は、半球状を有するドーム部７０１
及び筒部を有する有底のケース部７０２を備える。なお、ドーム部７０１の形状は、一般
的な筐体１０が備えるドーム部１０１と同様である。
【０１０３】
　図１７Ｂに示すように、一般的な筐体１０において、ケース部１０２の底部（ケース半
球部１０６）は半球状をなしている。このため、ケース部１０２の端部に行くほど内部空
間が先細りになり、筐体１０内に内蔵物を効率的に配置することが困難である。例えば、
ケース部１０２の内径と同程度の外径を有する内蔵物を収納する場合、ケース半球部１０
６の内部空間は、ほとんどデッドスペースとなってしまう。この場合、筐体１０における
実質的な配置スペースＳＢは、ケース円筒部１０７の端部までとなる。
【０１０４】
　これに対して、ケース部７０２の底部７０３は、ケース円筒部７０４の径とほぼ等しい
長さの長軸を有する半楕円を断面とする形状をなしている。このため、ドーム部７０１の
先端から、ケース部７０２の後端までの長さＬが一般的な筐体１０と等しい場合、ケース
円筒部７０４の長さをより長く取ることができる。即ち、内蔵物の実質的な配置スペース
ＳＡを、一般的な筐体１０よりも広くすることができる。
【０１０５】
　以上説明したように、実施の形態７によれば、内蔵物を収納する内部空間を広げて、デ
ッドスペースを低減することが可能となる。
【０１０６】
（付記１）
　カプセル形状を有する筐体と、
　前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の電池であって、各々が、第１
の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が前記第１の面の中央領域に該
第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面から側面を介して前記第１の面
の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極とはセパレータを介して絶縁さ
れた複数の電池と、
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　前記複数の電池の間に配置される短絡防止部材であって、前記複数の電池間における導
通を確保すると共に、前記第１の極と前記第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極
の部分とを絶縁する短絡防止部材と、
を備え、
　前記短絡防止部材は、前記第２の極の部分を覆うと共に、前記第１の極を露出させる開
口が設けられた円環形状を有する絶縁部材からなり、
　前記円環形状の外径は、前記筐体の内径より小さく、且つ、前記電池の外径より大きく
、
　前記開口の径は、前記第１の極の径より大きく、且つ、前記第２の極の部分の径より小
さく、
　前記絶縁部材は、前記複数の電池の少なくとも１つと接触して、該少なくとも１つを摩
擦力により制動することを特徴とするカプセル型医療装置。
【０１０７】
（付記２）
　カプセル形状を有する筐体と、
　前記筐体内に設けられる各種機器に電源を供給する複数の電池であって、各々が、第１
の面及び該第１の面と対向する第２の面を有し、第１の極が前記第１の面の中央領域に該
第１の面から突出して設けられ、第２の極が前記第２の面から側面を介して前記第１の面
の周縁部に渡って設けられ、前記第１の極と前記第２の極とはセパレータを介して絶縁さ
れた複数の電池と、
　前記複数の電池の間に配置される短絡防止部材であって、前記複数の電池間における導
通を確保すると共に、前記第１の極と前記第２の極の内で前記周縁部に位置する第２の極
の部分とを絶縁する短絡防止部材と、
を備え、
　前記第１の極は負極であり、
　前記第２の極は正極である、ことを特徴とするカプセル型医療装置。
【符号の説明】
【０１０８】
　１～６　カプセル型医療装置
　１ａ　負極面
　１ｂ　正極面
　１ｃ　負極
　１ｄ　セパレータ
　１ｅ　周縁正極部
　１ｆ　絶縁対象領域
　１０、７０　筐体
　１０１、７０１　ドーム部
　１０２　ケース部
　１０３　ドーム半球部
　１０４　ドーム把持部
　１０５　ドーム円筒部
　１０６　ケース半球部
　１０７、７０４　ケース円筒部
　１０８　ケース内壁リブ
　１１　照明部
　１１１　照明基板
　１１２　照明素子
　１１３　開口
　１２　撮像部
　１２１　レンズユニット



(17) JP 5551838 B2 2014.7.16

10

20

30

　１２２　撮像基板
　１２３　撮像素子
　１２４　回路部
　１２５　受光面
　１３　制御部
　１３１　制御基板
　１３２　リードスイッチ
　１３３　電子部品群
　１３４　負極接点部
　１３４ａ　バネ部
　１３５　電極パッド
　１４　電池部
　１４１、１４２　電池
　１４３、２００、３００、４００、４１０　短絡防止部材
　１４４　開口
　１５　無線通信部
　１５１　無線基板
　１５２　電子部品
　１５３、２０３、５１４、５１５　電極パッド
　１６　フレキシブル基板
　１７、１８、５０１　スペーサ
　１９ａ、１９ｂ　ユニット
　５０　機能実行ユニット
　５１　電池ユニット
　２０１　絶縁基板
　２０２、３０１、４０１　接点バネ部材
　２０４　スルーホール
　２０５　半田
　２０６、３０３、４０３　平面部
　２０７、３０４、４０４、４０５　バネ部
　３０２、４０２　絶縁部材
　４１１　絶縁部材ピース
　５０２　正極接点
　５０３　負極接点
　５１１　フレキシブル基板
　５１２　締結部材
　５１３　開口
　６０１　接点部材
　７０３　底部
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